
 

 

 

 

 

理解度、満足度 

本講義に対する①理解の度合②期待に応えたものであったかを5段階で評価（回答数11） 

（理解度：1=理解できなかった～5＝理解できた、満足度：１＝期待はずれだった～５＝満足した）。 

 

コメント 

良かった点（新たに得た視点、参考になった点など）、および改善点および改善案など 

（よかった点） 
 病原菌・ウィルスとの共生という、これまでと全く違う提案が新鮮で面白かったです。 
 新しい視点で HIV を考えることができ、とてもよい勉強をさせて頂きました。疫学や生態・社会
と感染症など、新しい学びが多かったです。 

 基本再生産数を基に有効な介入を考えることを学びました。 
 今まで HIVを中心に何事も考えていたが、HIVやその他の疾患との関連・関係の視点はとても新
鮮であり、参考になった。 

 

（改善点・改善案） 

 時間をかけてしっかりと把握したい内容でした。 
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